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④�　図７は群
ぐん

馬
ま

県，埼
さい

玉
たま

県，東京都，静
しず

岡
おか

県，京
きょう

都
と

府，大
おお

阪
さか

府，奈
な

良
ら

県の昼間人口

と夜間人口との関係を示し，図７中のア～エはそれぞれ群馬県，埼玉県，東京都，

静岡県のいずれかを表しています。埼玉県に当たるものを，ア～エから一つ選び

なさい。

図７　昼間人口と夜間人口との関係

（統計年次は 2010 年。総務省統計局「日本の人口・世帯」により作成）

（注）　夜間人口…�ある地域に住んでいる人の数

�　�　昼間人口…夜間人口に，通勤・通学などで移動する人の数を加減したもの
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２　ＹさんとＳさんは，人口問題について話し合っています。(1) と (2) の文章は，その

一部です。これらの文章を読み，あとの問いに答えなさい。

(1)　ＹさんとＳさんは，図１と表をみながら世界の人口の変化について話し合ってい

ます。

Ｙさん：�図１をみると，世界の人口は全体として増加しているね。

Ｓさん：�そうだね。それに表では期間Ａと期間Ｂのどちらの期間のどの州をみて

も，出生率の方が死亡率よりも高くなっているみたいだね。

Ｙさん：�ちょっと待って。期間Ｂの　�ⓐ�　州は他と違って死亡率の方が高く

なっているよ。

Ｓさん：�本当だ。細かくみていくと，おもしろそうだね。

Ｙさん：�図１では，アフリカ州の人口は今後増加することが予測されているけど，

表をみると期間Ｂでは期間Ａよりも増加の度合いが増したことが確かめ

られるね。

Ｓさん：�どうやって確かめるの。

Ｙさん：�まず，期間Ａの出生率と死亡率とを比べ，同じように期間Ｂの出生率と

死亡率とを比べて，両方とも出生率が上回っていることを確かめるんだ。

それから，期間Ａの　�ⓑ�　と期間Ｂの　�ⓑ�　とを比べて，期間Ｂが

上回っていることを確かめれば，増加の度合いが増したことが確かめら

れるよ。この傾
けい

向
こう

が続けばアフリカ州の人口は今後も増加することが予

想できるね。

図１　州別にみた世界の人口の変化（2010 年以後は予測値）
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（「World Population Prospects」により作成）
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表　州別の出生率・死亡率

①　文章中の　�ⓐ�　に当てはまる州の名前を書きなさい。

②�　文章中の二つの　�ⓑ�　には同じものが当てはまります。　�ⓑ�　に当てはま

るものを，次のア～エから一つ選びなさい。

ア　出生率　　　イ　出生率と死亡率との差

ウ　死亡率　　　エ　出生率と死亡率との合計

③�　次のａ～ｄの内容のうち，表から読み取れることの説明として適しているもの

の組み合わせを，下のア～エから一つ選びなさい。

ａ�　期間Ａと期間Ｂのどちらでも，「出生率」の一番低い州が「死亡率」の一番

低い州になっている。

ｂ�　期間Ａと期間Ｂのどちらでも，「出生率」の一番高い州が「死亡率」の一番

高い州になっている。

ｃ�　期間Ａの「出生率」が１位から３位だった州は，期間Ｂの「出生率」でもす

べて１位から３位に入っている。

ｄ�　期間Ａの「死亡率」が１位から３位だった州は，期間Ｂの「死亡率」でもす

べて１位から３位に入っている。

ア　ａ・ｃ　　　イ　ａ・ｄ　　　ウ　ｂ・ｃ　　　エ　ｂ・ｄ

州
期間Ａ：1950～55 年 期間Ｂ：2005～10 年
出生率 死亡率 出生率 死亡率

アフリカ州 48.1 26.8 36.7 11.8
南アメリカ州 42.6 15.5 19.3 5.9
アジア州 42.0 22.6 18.5 7.0
オセアニア州 27.4 12.4 17.8 6.8
北アメリカ州 24.6 9.5 13.7 8.1
ヨーロッパ州 21.5 11.2 10.8 11.3

（�出生率と死亡率は人口千人あたりの出生数と死亡数。統計年次は 2014 年。『データブック　オ

ブ・ザ・ワールド 2015』により作成）
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(2)　ＹさんとＳさんは，図１と表に加えて図２をみながら日本の人口の変化について

話し合っています。

Ｙさん：�世界と比べると，日本も同じように総人口が増加しているね。人口ピラ

ミッドで年
ねん

齢
れい

別の人口構成の変化をみてみようか。

Ｓさん：�1950 年は富
ふ

士
じ

山
さん

のような形だったのが，2010 年にはつぼのような形に変

わっているよ。

Ｙさん：�世界の他の地域の人口ピラミッドはどんな形かな。表でアフリカ州は出

生率が高いので，2010 年でも他の州に比べて子どもの人口が多そうだね。

Ｓさん：�でも死亡率も高いから，2010 年のアフリカ州の人口ピラミッドは，日本

の　�ⓒ�　年のものに形が似ていそうだよ。

Ｙさん：�さっき図１と表をもとにアフリカ州がこれから先も人口が増加すると予

想したけど，図２をみると日本の総人口は 2010 年から先は減少していき

そうだね。

Ｓさん：�どうしてそんなことが図２から考えられるの。

Ｙさん：�図２から読み取れる二つの変化をもとに，理由を説明するね。一つは，

1950～2010 年に 65歳
さい

以上の年齢層の人口が増加したことにともない，死

亡数も多くなってしまうと考えられること，もう一つは，　　　ⓓ　　　

こと。これらのことから，総人口が減少すると予想できるんだ。
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図２　日本の総人口と年齢別人口構成の変化

（�各年の日本の総人口および年齢別人口構成は『数字でみる日本の 100 年』による。人口ピラミッドは国立社�

会保障・人口問題研究所ホームページにより作成）

①　文章中の　�ⓒ�　に当てはまる数字を，次のア～エから一つ選びなさい。

ア　1950　　　イ　1970　　　ウ　1990　　　エ　2010

②�　図２において，日本で総人口に占
し

める 65 歳以上の人口の割合が最も増加した

期間はどれか。次のア～ウから一つ選びなさい。

ア　1950 年－ 1970 年の期間

イ　1970 年－ 1990 年の期間

ウ　1990 年－ 2010 年の期間

③�　文章中でＹさんは日本の総人口が 2010 年以降減少していくことを予想し，図

２から読み取れる二つの変化から理由を説明しています。文章中の　　　ⓓ　　　に

は，一つめの変化とは別の変化から考えられることが入ります。　　　ⓓ　　　に入

れるのに適している内容を，次の条件にしたがって書きなさい。

〈条件１〉図２から読み取った内容を示しつつ書きなさい。

〈条件２〉50 字以内で書きなさい。
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３　Ｔさんは，冬休みの自由研究で江
え

戸
ど

時代の経済の発達と大
おお

阪
さか

について調べました。

次の文章はその一部です。この文章を読み，あとの問いに答えなさい。

　　江戸時代になり太平の世になると，農業生産力の向上や都市の人口増加などによ

り，地方の品物が大きな都市に運ばれて売り買いされるようになりました。また，

あ綿
わた

や菜種，べにばななどの商品作物や，絹織物などの手工業製品も活発に取り引

きされるようになりました。各地の品物は，い現在の北
ほっ

海
かい

道
どう

・東
とう

北
ほく

と大阪を結んだ

航路などを通じて，う大阪の市場に集まり，再び各地に送り出されました。こうし

て，政治の中心として「将軍のおひざもと」と呼ばれたえ江戸に対し，大阪は経済

の中心として「　　　　　」と呼ばれるようになりました。

　　お西日本や日本海側を中心とした多くの藩
はん

は，領地から運んだ米などの品物を大

阪で売りましたが，か江戸幕
ばく

府
ふ

も大阪を重要な都市とみなし，役人を置いて直接治

めました。

　図１　江戸時代の交通網
もう

の発達

(1)　文章中の　　　　　には江戸時代の経済

の中心であった大阪を表す語が入ります。

　　　　　に入れるのに適している語を書

きなさい。

(2)　あ綿の栽
さい

培
ばい

には多くの肥料を必要としま

した。図１中のＰでは漁に使う網
あみ

の改良で，

ある水産物の漁
ぎょ

獲
かく

量が増え，肥料に加工さ

れて上
かみ

方
がた

などに送られました。この水産物

を，次のア～エから一つ選びなさい。

　�ア　タイ　　　　イ　ニシン

　�ウ　クジラ　　　エ　イワシ

(3)　い現在の北海道・東北と大阪を結んだ航路を図１中にＱとして示しています。Ｑ

の名前を書きなさい。
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(4)　う大阪の食文化について，江戸時代にＱを経て現在の北海道から大阪に大量に運

ばれたことで根付いた食材を，次のア～ウから一つ選びなさい。

ア　カツオ　　　イ　コンブ　　　ウ　サツマイモ

(5)　え江戸に向けて，大阪から米やしょう油，酒などの重い品物を大量に運んだ経路

として最も適しているものを，図１中のア～ウから一つ選びなさい。

(6)　お西日本や日本海側を中心とした多くの藩は，領地から運んだ米などの品物を大

阪で売りましたとあります。図２は江戸時代における米・貨
か

幣
へい

の流れを表していま

す。図２をもとに，「領地」「江戸」「米」の三語を使い，米・貨幣の流れにおいて

蔵
くら

屋
や

敷
しき

がどのような役割を果たしていたかを 50 字以内で説明しなさい。

図２　江戸時代における米・貨幣の流れ

大 名

農 民

蔵屋敷 大名屋敷

領 地 大 阪 江 戸

市 場

貨幣

米

米・貨幣の流れ

問屋，小売を通じて消費者へ 

だい みょう  
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(7)　か江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

では，さまざまな経済政策がとられました。次のＸ～Ｚはそれぞれ田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

，徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

，徳川綱
つな

吉
よし

のいずれかが行った経済政策についての【説明】です。

【説明】を年代の古い順に正しく並べかえたものを，下のア～エから一つ選びなさい。

【説明】

　Ｘ�　米などの年
ねん

貢
ぐ

だけではなく経済の発達により得られる利益に着目して，長
なが

崎
さき

の貿易を奨
しょう

励
れい

したり，商工業者たちの株仲間を認めるかわりに税をとった

りした。

　Ｙ�　幕府が管理する鉱山からの金銀の産出量の減少で収入が減る一方，寺社の

造営などで支出は増えたので，財政を補うために一枚の貨
か

幣
へい

に含
ふく

まれる金銀

の量を減らし，貨幣の量を増やした。

　Ｚ�　倹
けん

約
やく

によって幕府の支出をおさえる一方で，米に着目して新田開発によっ

て耕地を増やしたり，豊作・不作に関わらず一定の年貢をとったりするなど

の政策を行った。

ア　Ｘ　→　Ｚ　→　Ｙ

イ　Ｙ　→　Ｘ　→　Ｚ

ウ　Ｙ　→　Ｚ　→　Ｘ

エ　Ｚ　→　Ｙ　→　Ｘ
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問題は，次のページに続きます。
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４　「海の道」や「陸の道」の歴史にかかわる次の問いに答えなさい。

(1)　16 世紀ごろ，スペインやポルトガルの援
えん

助
じょ

を受けた航海者がそれまでヨーロッパ

に知られていなかった新しい航路を開きました。

①�　バスコ = ダ = ガマが開いた航路に当たるものを，図１中のア～ウから一つ選び

なさい。

図１

②�　図２は新航路が開かれる前の貿易，図３は新航路が開かれた後の貿易を示して

います。図２と図３を参考に，スペインやポルトガルが新しい航路を開いた背景

についての説明として最も適しているものを，下のア～エから一つ選びなさい。

図２　新航路が開かれる前の貿易　　図３　新航路が開かれた後の貿易

ア　アジアへ香料・香辛料を売って，銀を手に入れようとした。

イ　新大陸に銀・砂糖を売って，毛織物を手に入れようとした。

ウ　イスラム商人に香料・香辛料をもっと買ってきてもらおうとした。

エ　アジアと直接貿易して，香料・香辛料を安く手に入れようとした。

ア

イ

ア

ウ

ウ

▶

▶

▶

▶

▶
▶

▶

▶▶▶

毛織物 銀

銀・砂糖 香料・
香辛料

武器・
雑貨

ア  

ジ  

ア

ア  

ジ  

ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

新  

大  

陸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

アフリカ

イ
ス
ラ
ム
商
人
な
ど

香料・
香辛料

こうりょう

こうしん

象牙・金
ぞう げ

奴隷
ど れい

りょう
香料・
香辛料

銀 銀
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(2)　新航路の開
かい

拓
たく

により，ヨーロッパ人が東アジアの交易に参加するようになり，日

本もその影
えい

響
きょう

を受けることになりました。

①�　海外との貿易を奨
しょう

励
れい

した織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

は，国内では座
ざ

の特権を廃
はい

止
し

し，市
いち

の税を免
めん

除
じょ

して自由な商業活動を認めました。この政策の名前を書きなさい。

②�　江
え

戸
ど

時代の初め，江戸幕
ばく

府
ふ

は海外との貿易を奨励しました。図４は，江戸幕府

が大
だい

名
みょう

や商人に発行した海外への渡
と

航
こう

許可証です。図４に示された渡航先に当た

るものを，図５中のア～エから一つ選びなさい。

図４　海外への渡航許可証　　　　　図５

　「日本よりルソン国にいたる舟
ふね

なり」と書かれている。ルソン

国はスペイン領で，最大の日本

町があった。

ア

イ

エ

ウ

朱印状の写真
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③�　徳
とく

川
がわ

家
いえ

光
みつ

の時代になると，江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

は鎖
さ

国
こく

の体制をとりました。図６は，鎖国

下の日本の貿易や交易を示し，表は日本の四つの窓口でやりとりされた主な品物

を示しています。図６と表から読み取れることの説明として適しているものを，

下のア～エから一つ選びなさい。

図６　鎖国下の日本の貿易や交易

表　日本の四つの窓口でやりとりされた主な品物

ア�　松前藩は，蝦夷地との間で，酒や海産物を得るために銀や銅などを使って交

易を行っていた。

イ�　対馬藩は，朝鮮との貿易を行い，朝鮮人参など朝鮮で生産された品物だけを

得ていた。

ウ�　長崎では，江戸幕府が中国・オランダとの貿易を行い，生糸や織物を輸出し

て海産物を輸入していた。

エ�　薩摩藩は，琉球を通じて，中国で生産された絹織物などの品物を得ていた。

出ていった品物 窓口 入ってきた品物

米・酒・鉄製品 松前藩 海産物

銀・銅 対馬藩

　生
き

糸
いと

（中国産）

絹織物（中国産）

朝鮮人
にん

参
じん

銀・銅・海産物 長崎

　生糸（中国産）

絹織物（中国産）

綿織物（ヨーロッパ産）

毛織物（ヨーロッパ産）

銀 薩摩藩

　生糸（中国産）

絹織物（中国産）

黒砂糖

（注）�江戸幕府は長崎を直接支配した。



これで，社会の問題は終わりです。


